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木
材
を
使
う
こ
と
が
、

　
　
　
　
　温
暖
化
対
策
に
な
る
？

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
吉
野 

安
里

●
は
じ
め
に	

	

　
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
教
員
が
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
ま
す
。
私

は
一
般
の
方
に
話
し
て
い
る
こ
と
を
書
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

	

●
も
っ
と
光
を
！
　
も
っ
と
高
く
！　

　

光
合
成
は
、
植
物
が
進
化
の
中
で
獲
得
し
た

「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム（
太
陽
光
を
利
用
し
た
機

構
）」で
す
。
私
に
は
、
樹
木
の
葉
が「
究
極
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
」に
見
え
ま
す
。
古
く
な
っ
た

葉
は
、
自
然
に
更
新
さ
れ
、
数
ま
で
増
え
て
い

ま
す
。
人
間
の
発
明
し
た「
太
陽
電
池
」は
、
い

つ
の
間
に
か
新
し
く
な
っ
た
り
、
数
が
増
え
る

な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。光
合
成
こ
そ
、

人
間
の
知
恵
が
及
ば
な
い「
最
先
端
科
学
」で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
太
陽
光
を
使
い
、
水
と

二
酸
化
炭
素
を
原
料
に
、
そ
の
産
物
で
あ
る
木

材
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
心
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。

　

光
合
成
の
た
め
に
、
太
陽
光
が
必
要
で
す
。

よ
り
多
く
の
太
陽
光
を
得
る
た
め
に
は
、
よ
り

高
く
伸
び
、
よ
り
多
く
の
葉
を
広
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
樹
体
に
は
十
分
な

強
度
が
必
要
で
す
。
木（
木
本
，も
く
ほ
ん
）は
、

茎（
幹
）の
部
分
が
毎
年
成
長
を
繰
り
返
す
一
方

で
、
自
ら
生
命
を
閉
じ
て
樹
体
を
支
え
て
い
ま

す
。
こ
の
点
が
草（
草
本
、
そ
う
ほ
ん
）と
大
き

く
異
な
り
ま
す
。

								
				

●
木
材
と
は
・
・
・
え
っ
死
骸
な
の
？

　

木
本
で
は
、
樹
皮
内
側
の
形
成
層
で
細
胞
が

分
裂
し
、幹
が
太
り
ま
す
。
形
成
層
の
内
側（
木

部
）で
は
、
３
月
こ
ろ
か
ら
細
胞
が
分
裂
を
始

れ
以
上
増
や
さ
な
い
こ
と
が
、
温
暖
化
対
策
の

宿
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

で
炭
酸
ガ
ス
の
増
え
方
を
低
く
で
き
て
も
、
吸

収
で
き
る
の
は
成
長
の
盛
ん
な
若
い
森
林
で

す
。
で
は
、
も
っ
と
木
を
植
え
た
ら
い
い
の
で

は
・
・
・
。
し
か
し
、
今
の
日
本
に
は
、
森
林

を
伐
採
し
な
け
れ
ば
植
え
る
場
所
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
、
木
材
を
使
う
こ
と
に
注
目
で
す
。

在
来
工
法
の
木
造
住
宅
一
〇
戸
分
で
、
ス
ギ
人

工
林（
五
〇
年
生
）一
ヘ
ク
タ
ー
ル（
一
〇
〇
ｍ

四
方
）分
の
立
木
蓄
積
量（
約
三
一
五
立
米
）に

相
当
し
ま
す
。
さ
ら
に
住
宅
の
寿
命
を
約
三
〇

年
と
す
れ
ば
、
そ
の
間
は
木
材
の
形
で
炭
素
を

保
持
し
続
け
、
炭
酸
ガ
ス
と
し
て
放
出
さ
せ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
伐
採
す
る
→
住
宅
に
使

う
→
住
宅
は
炭
素
貯
蔵
源
に
な
る
→
伐
採
後
に

植
え
る
→
育
て
る
→
新
た
な
炭
酸
ガ
ス（
炭
素
）

吸
収
源
に
な
る
・
・
・
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
作

り
た
い
で
す
ね
。「
植
え
る
」「
育
て
る
」ま
で
は

社
会
的
な
関
心
も
高
い
。
一
歩
す
す
ん
で
、
木

材
と
し
て「
使
う
」「
輸
出
」ま
で
も
視
野
に
入
れ

て
ほ
し
い
。
木
材
利
用
の
環
境
へ
の
貢
献
を
評

価
さ
れ
れ
ば
、
林
業
の
社
会
的
、
経
済
的
地
位

の
向
上
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

　

木
材
利
用
が
あ
っ
て
林
業
が
成
り
立
ち
ま

す
。
森
林
の
機
能
も
維
持
で
き
ま
す
。
木
材
の

最
大
の
用
途
は
住
宅
で
す
。
森
林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
で
は
、
木
造
建
築
を
担
う
人
材
を
育
て
て

い
ま
す
。

め
ま
す
。こ
の
部
分
が
早
材（
そ
う
ざ
い
、春
材
）

で
す
。
７
～
８
月
に
な
る
と
、
強
度
に
耐
え
る

よ
う
な
構
造
へ
と
細
胞
が
変
化
し
ま
す
。
細
胞

の
分
裂
は
衰
え
て
秋
に
は
止
ま
り
ま
す
。
こ
の

部
分
が
晩
材（
ば
ん
ざ
い
、
夏
材
、
秋
材
）で
す
。

早
材
と
晩
材
と
で
そ
の
年
の
年
輪
で
す
。
丸
太

断
面
の
外
側
の
白
っ
ぽ
い
色
の
部
分
で
、
辺
材

（
へ
ん
ざ
い
）と
い
い
、
ほ
と
ん
ど
が
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
数
年
間
か
け
て
、
腐
り
に
く
い
物

質
や
樹
種
特
有
の
色
や
香
り
の
成
分
が
蓄
積
さ

れ
、
完
全
に
生
命
活
動
を
閉
じ
ま
す
。
丸
太
断

面
の
内
側
の
色
の
濃
い
部
分
で
、
心
材（
し
ん

ざ
い
）と
い
い
ま
す
。
心
材
と
辺
材
の
部
分（
木

部
）を
木
材
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

形
成
層
の
外
側（
師
部
）へ
分
裂
し
た
細
胞
は
、

生
命
を
閉
じ
樹
皮
と
な
り
、
乾
燥
か
ら
内
部
を

保
護
し
ま
す
。
樹
皮
は
防
水
能
力
が
極
め
て
高

く
、
樹
皮
付
き
の
丸
太
は
、
何
年
経
っ
て
も
乾

き
ま
せ
ん
。

	

●
木
材
を
使
う
こ
と
が
、	

	

　
　
　
　
　
温
暖
化
対
策
に
な
る
？	　

 

　

空
気
中
の
二
酸
化
炭
素（
炭
酸
ガ
ス
）を
こ
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